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いい気候になってきました
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こどもミライトーク・お話会　
　10月16日（水）に第4回こどもミライトーク～つながり～を教育センターで行い
ました。今回のテーマは、「福祉サービスの活用」でした。どのような場合に、
どのサービスが利用できるかについて、事例を通して説明してもらいました。後
半はフリートークで、今悩んでいることや疑問に思っていることについて、話し
合いました。話題の１つとして、第二次性徴をどう教えるかがありました。人と
の距離感や生理の対処方法等は、これまでも取り組んでいるところです。その一
方で男子の性的欲求の対処や処理については、伝える必要性は感じながらもなか
なか手が付けられていないことの１つです。中学生にどこまで教えるかはなかな
か難しいところがありますが、保護者の皆さんと一緒に考えていきたいテーマの
１つであるのは間違いないと思いました。
　こどもミライトークは、２月20日（水）に第5回目を教育センターで行います。
時間は10時から12時です。後日案内をお届けします。ぜひご参加ください。ま
た、本校では毎月お話会を行っています。11月は27日（水）10時から本校会議室
で行います。こちらものぞいてもらえると嬉しいです。

この学校通信は、Canva（キャンバ）というソフトで作成しました。
Canvaは今後三木市が活用を推奨するソフトです。

ご感想やご意見をいただけるとありがたいです。　　校長　橋本泰一

　暑さも和らぎ、いろいろな学習や体験をするのにいい気候になってきました。
小学部でも中学部でも買い物体験をする機会が増えています。本校の近くにはス
ーパーやドラッグストア等があります。それらの利用の仕方や金銭管理の学習を
体験しながら学習しています。中学部のある生徒は、お隣のJAにお母さんから頼
まれた野菜を買いに行きました。目的の物を探したり、店員さんに尋ねたり、レ
ジを済ませたりと様々な課題をクリアしていき無事に買い物を済ませて帰ってき
ました。帰ってきたときの様子から満足感や達成感が感じられました。今回は担
任と一緒に行きましたが、少し先には一人で行くようにするそうです。小さな取
組ですが、近くにいろいろな施設がある本校だからこそできることです。児童生
徒も教員も失敗を恐れず、どんどんと体験を重ねてほしいと願っています。保護
者の皆様からの「こんなことを体験させてほしい」というようなご提案もお待ち
しています。
　体験活動といえば、今月11日から中学部2年生のトライやるウィークがありま
す。初めての職場体験です。体験を通してまた一つ成長した姿が見られることを
楽しみにしています。


